
◯Postlethwaite et al. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 75 871-875 (1978)

   Pro-Hypなどのコラーゲン由来オリゴペプチドは線維芽細胞に対する走化性が

   ある。

◯Iwai et al. J. Agric. Food Chem. 53 6531-6536 (2005)

  コラーゲンペプチドを経口摂取すると一部ペプチド型として血中に取り込まれ、最も

  多いのはPro-Hypである。

◯Shigemura et al. J. Agric. Food Chem. 57 444-449 (2009)

   Pro-Hypは培養皮膚片の細胞の遊走を促進し、増殖させる。

◯Ohara et al. J. Dermatology 37 330-338 (2010)

　培養ヒト皮膚線維芽細胞においてPro-Hyp添加によりヒアルロン酸の合成量が

　増加する。

◯Nakatani et al. Osteoarthritis and Cartilage 17 1620-1627 (2009)

   Pro-Hypは軟骨細胞の骨化を仰制する。

◯Kimira et al. Biochem Biophys Res Commun. 453 498-501 (2014)

   Pro-Hypは培養骨芽細胞の分化マーカーやコラーゲン遺伝子発現を増加させる。

◯Vu et al. Skin Pharmacol Physiol 28 227-235 (2015)

   Pro-Hypはマウス培養ケラチノサイトのケラチン関連蛋白質の遺伝子発現を

   誘導する。

◯Minaguchi et al. J. Vet. Med. Sci. 79 547-553 (2017)

   Pro-Hypは脂肪間質細胞のミトコンドリアを大きくし、褐色脂肪への分化を促進

   する。

◯Jimi et al. Clinical Research in Dermatology 4 1-9 (2017)

   Pro-Hypはマウス皮膚創傷治癒に伴い増加するが糖尿病モデルマウスでは有意

   に少ない。

◯Kusubata et al. Biosci. Biotechnol. Biochem. 79 1356-1361 (2015)

   接触皮膚炎皮膚組織においてPro-Hypは慢性炎症期に増加する。

◯Nishikimi et al. Immun Inflamm Dis.  6(2):245-255 (2018)

   Pro-Hypは1型ヘルパーT細胞増加させ、STAT1のリン酸化を亢進する。

◯Sato et al. Int J Food Sci Technol (in press)

   Pro-Hypの機能と分布に関する総説
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◯Taga ら J. Agric. Food Chem. 64(14):2962-2970 (2016)

   ショウガ酵素で作製したコラーゲンペプチドの経口摂取により血中 X-Hyp-Gly 量が著しく上昇する。

◯Taga ら J. Agric. Food. Chem. 65(43):9514-9521 (2017)

   X-Hyp-Gly型トリペプチドは加熱により環状ペプチドcyclo(X-Hyp)へと変換することが可能である。

◯Taga ら J. Funct. Foods. 46:456-462 (2018)

   X-Hyp-Gly型トリペプチドは骨芽細胞の分化を促進する。

◯Taga ら J. Agric. Food Chem. 66:8737-8743 (2018)

   X-Hyp-Gly型トリペプチドは強いアンジオテンシン変換酵素阻害活性を有する。

◯Mizushige ら J.Nutr.Sci.Vitaminol. (in press)

   ショウガ酵素加水分解コラーゲンペプチドはマウスにおいて抗うつ作用を示す。

発行日 初  版：2018年5月
　　　第2版：2019年4月




